
言葉の重みを感じて 

校長 

 

 早いもので、二学期もマラソンに例えると中間点に到達

しました。子どもたちも、これから迎える後半をどのよう

にゴールである学期末へ向かって取り組むのか考えるよう

になり、ますます活躍の場も多くなることと思います。 

 さて、９月から開催されているラグビーワールドカップ

２０１９日本大会は私たちにスポーツの素晴らしさや多く

の感動を与えてくれています。選手や声援を送る観客の姿

などが報道等で紹介され、世界からも「特別な大会」と称

されるほど連日、熱戦が繰り広げられています。 

 日本のラグビーチームも念願のベスト８に進出しました

が、予選リーグで勝利するのは厳しいと思われていたアイ

ルランドのラグビーチームとの試合前、日本のヘッドコー

チであるジェイミー・ジョセフ氏が選手に贈った言葉はと

ても印象深いものでした。それは、 

 「誰も我々が勝つと思っていない。」 

「誰も接戦になるとすら思っていない。」 

「誰もどれだけ努力してきたか知らない。」 

「誰もどれだけの犠牲を払ってきたか知らない。」 

「やるべきことは分かっている。」 

「お互いを信頼して、みんなを信じて。」 

というものでした。試合後、多くの日本の選手たちが、こ

の言葉に心を打たれ、改めてこれまでの厳しい練習を振り

返り、自らを奮い立たせ、試合に臨み、思い通りにプレー

ができたとインタビューで述べています。まさに「言葉の 

力」であり、「言葉がもつ重み」だと考えます。 

 私たち教職員も、学校や地域において、子どもたちに様々

なかたちで声をかけたり、励ましたりしています。このジ

ェイミー・ジョセフ氏の言葉と同様に、常に相手のことを

理解し、意識して、話をすることが人を動かし、成長させ、

もっている力を発揮させることに通じるものと考えます。 

 子どもたちの心をあたたかくしたり、ほっとさせたりす

る言葉。意欲をもたせたり、喜びを感じさせたりする言葉。 

時には考えさせたり、気付かせたりする言葉。数多くの意

味ある言葉を子どもたちに贈ることは私たち教職員の務め

です。これからも、子どもたちの健やかな成長のために、

様々な場面で子どもたちの心に響く言葉を届けられるよう、

教職員一同、教育活動に尽力してまいります。 

 今月も、これまでと同様に、本校の教育活動にご理解と

ご協力をいただきますようお願いいたします。 

 

 

 

館山移動教室 

６年担任 

 １０月２日から４日の３日間、６年生は館山移動教室 

に行ってまいりました。 

 １日目は、鎌倉にて鶴岡八幡宮から高徳院までの班別 

オリエンテーリングを行いました。学校では事前に班で

話合いを重ね、どのような経路を通るか、どのような写

真を撮るか等、細かく行動計画を立てました。当日、子

どもたちは各チェックポイントを時間通りに通過し、無

事に全ての班が高徳院に辿りつくことができました。入

念な計画のもと、充実した活動となりました。房総半島

へと渡る東京湾フェリーでは、操縦席を見学したり、風

の心地よさを感じたりしながら、日頃とは違った体験を

楽しんでいました。館山の港に着くと、台風の影響によ

り、多くの家屋がブルーシートで覆われている現状を目

の当たりにし、「励ましの思いを伝えよう」「学習をしっ

かりしよう」と改めて気を引き締めている様子が見られ

ました。 

 

 

 

 

 

 ２日目は鴨川シーワールドに行き、イルカやシャチの

ショーを楽しみました。お土産選びでは、値段とにらめ

っこをしながら真剣に買い物をする姿が見られました。

また、砂山のサンドスキーでは全身砂まみれになりなが

らも、全力で楽しんでいました。生き物と触れ合ったり、

自然を肌で感じたりして大満足の一日でした。 

 ３日目の国立歴史民俗博物館では、縄文時代から現代

までのブロックごとに分かれたエリアを隅々まで探索

していました。寺子屋体験や歴史に関する双六遊び等、

体験的な活動を通して、歴史に関する学びを深めていま

した。そして、この３日間、全員が大きな怪我や病気も

なく過ごすことができました。 

  

 今回、様々な活動やホテルでの友達との生活を通して、

子どもたちは自分ができることを増やし、視野を広くも

つことの大切さを学びました。館山移動教室は終わりま

したが、この３日間で学んだこと、経験したことをこれ

からの学校生活に生かしていくことが大切だと考えて

います。半年後に迎える卒業の日を目指して一歩ずつ進

んでまいります。 

荷物の準備や体調管理等でご協力いただきました保

護者の皆様、ありがとうございました。 
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もうすぐ展覧会 

図工専科  

 １１月２９日（金）、３０日（土）は展覧会です。各

学年では今まさに制作の真っ最中です。図工室の前や準

備室は色々な学年の立体作品で色とりどりになってい

ます。図工室の前を通る子どもたちは少しずつ出来上が

っていく作品を興味深そうに見ています。 

 今年度も５、６年生は家庭科の作品を出品します。慣

れないミシンに苦戦しながらも、トートバックやエプロ

ンを丁寧に縫い上げていました。 

そして今回ぜひ注目していただきたいのは、各学年の

共同制作です。写真は４年生の「和紙を染めて…」の制

作風景です。和紙特有の風合いを生かし、色鮮やかな染

料でじわじわと染めています。美しく染め上がった和紙

は体育館の天井に飾る予定です。 

 

 

 

 

当日は体育館とおちあいルームが小さな美術館とな

って皆様のお越しをお待ちしております。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 研究授業報告 

４年担任 

 １０月１日（火）に「相手のことを思いやり、だれとで

も助け合う児童」の育成を目指して、４年２組で道徳の研

究授業を行いました。 

 授業では、正直にすることのよさを考える教材として「新

次のしょうぎ」という話を扱いました。子どもたちは、不

正をして勝った新次が苦しさをかくすためニコニコしてい

る場面で、「勝っても全然うれしくない。」と、不正をして

勝っても、心がもやもやすることに気付きました。また、

不正をしたことを後悔し、泣きながら帰る場面になると「伊

三郎おじさんに謝らないと。」や「どうしてぼくは不正をし

てしまったんだろう。」など、不正をしたことに対しての後

悔の気持ちについて考えていました。学習の最後には、今

までの自分自身の経験から、正直にすることのよさについ

て考えました。「友達に嘘をついたけど正直に伝えた。」や

「先生に忘れ物を正直に伝えた。」などそれぞれの経験を振

り返り、自分自身がすっきりした気持ちになったり、正直

に伝えてもらった相手も嬉しい気持ちになったりすること

に気付き、正直のよさを一人一人が感じていました。教師

や友達の話を真剣に聞き、自分なりに考えを深めることが

できました。 

 

 

 

 

１１ 月 予 定 表   ☆はＢ時程  

日 曜 週 学 校 行 事 な ど 

１ 金 

① 

研究授業のため４時間授業 

(３年２組は５時間授業) 

２ 土 東京都教育の日      

３ 日 文化の日 

４ 月 

② 

振替休日 

５ 火 １・２年遠足 読書月間始            

６ 水 委員会⑦ 安全点検・指導 

７ 木 
就学時健診のため４時間授業  ☆ 

（５年は６時間授業） 

８ 金 ５時間授業 漢字検定  

９ 土 
 

１０ 日 
 

１１ 月 

③ 

縦割り班長会（放課後） 

１２ 火 

１年おいもパーティ 

４年プラネタリウム見学 

６年選挙管理委員会出前授業                        

１３ 水 区の研究会のため４時間授業  ☆  

１４ 木 なかよし給食 

１５ 金 ４年染め物体験 

１６ 土 
 

１７ 日 
 

１８ 月 

④ 

 
１９ 火 ふれあいアンケート  

２０ 水 

縦割り班活動（朝） 

校内研究授業のため４時間授業 

（１年２組は５時間授業） 

２１ 木                 

２２ 金 
展覧会会場準備のため５時間授業 

（６年は６時間授業） 

２３ 土 勤労感謝の日 

２４ 日 
 

２５ 月 

⑤ 

 
２６ 火  

２７ 水  

２８ 木 清掃活動（朝）         

２９ 金 
展覧会（児童鑑賞日、保護者鑑賞は 

13:30～15:30） 

３０ 土 
展覧会（保護者鑑賞は9:00～15:30）  

４時間授業 読書月間終      ☆ 

※今月の避難訓練は予告なしで行います。 

思いやりや感謝の気持ちをもって生活しよう 
１ １ 月 の 生 活 目 標 
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